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2016年（平成28年）4月号 2016年（平成28年）4月号第142号 第142号（2） （3）

ボランティア活動センターからのお知らせボランティア活動センターからのお知らせ

　障がい児を対象に放課後を過ごすとして、保健福祉センター
2階で「わくわくルーム」を開設しています。

●ボランティア募集：「わくわくルーム」で話し相手、遊び相
手として参加してくださるボランティアを募集しています。
●お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会
　障がい児日中一時支援事業担当　TEL：0797－32－7539

平日 15：00～ 18：00［土・日・祝休み］
（夏・春休み期間は時間変更になります）

芦屋市にお住いの18歳未満の障がい児で「芦屋
市障害者地域生活支援事業受給者証」をお持ちの
方。（お持ちでない方は申請が必要）

障がい児日中一時支援事業
をご利用ください

開設時間

対 象 者

　芦屋市社会福祉協議会に登録をしているボランティアグルー
プを紹介いたします。ご興味がある方はボランティア活動セン
ターまでお問い合わせ下さい。Ｖol.2を次号に掲載します。
●お問い合わせ：TEL：0797－32－7525
　　　　　　　　FAX：0797－32－7538

視覚障がいのある方への点訳を通しての援助と交
流を行っています。芦屋点字友の会

耳の不自由な方と手話を使って交流し、お互いを
理解したり情報を伝え合ったりしています。

手話サークル
クレッシェンド

社協が行なう、高齢者会食懇談会における調理及
び栄養・健康指導を行っています。

いずみ会会食
ボランティア

耳の不自由な方に、必要な情報を文字で伝え、社
会参加のお手伝いをしています。要約筆記芦屋

復興住宅への訪問や、高齢者のお話し相手や散歩、
障がい者の外出介助をしています。ひまわり

全国の視覚障がい者を対象に、9種類のオリジナル音
訳CDを作成、無償で郵送提供しています。芦屋つむぎ会

年3回のコンサートや寺子屋など地域の皆さまがやすら
ぎを感じる場所作りの『企画』をしています。図書館［友の会］

おしゃべりカフェとミニバザー開店や福祉センター
でのエントランスコンサートの手伝いをしています。ほっとポット

目の不自由な方々に、新しいニュースをお届けする
ためにほぼ毎日テープを製作し、発送しています。あし笛

講演会などにお母さんたちが安心して参加できる
ように、託児をしています。年2回親子お楽しみ会
を開催しています。

託児芦っ子

手話通訳活動を通じて聴覚障がい者との交流を行
っています。手話技術の向上とともに聴覚障がい
者への理解を目的に活動しています。

手話サークル
アミ芦屋

芦屋市陽光町復興住宅・海洋町にお住いの方を対
象に心のケアを重視した友愛訪問と、介護予防に
向けたサロンを開催しています。

ユニベール
ボランティアあしや

「生きがいと健康づくり、地域社会への貢献」を理
念に、趣味、学習、ボランティアなどさまざまな
活動を行っています。

あしやＹＯ倶楽部目の不自由な方々が少しでも外出の機会が持てる様に
会合、通院、買物等のガイドヘルプの他、市内各小中
学校や高校等へ福祉学習のお手伝いをしています。

芦屋手引き
ボランティア

だれもが安心して暮らせる地域づくりをめざします
（小地域福祉活動の推進）

●地域発信型ネットワークの推進
　「小地域福祉ブロック会議」、「中学校区福祉ネットワーク会議」
を通じて地域福祉への理解と実践に取り組みます。「住民ネットワ
ーク」と「専門職ネットワーク」が連携し協働することにより、
支援を必要とする方にとって住みよい地域づくりを目指します。
●地区福祉委員会活動
　民生児童委員と福祉推進委員で構成する9地区の福祉委員会で、
ひとりぐらし高齢者等への声かけ、見まもり、つどいの開催、地
区生きがいデイサービス事業を実施します。

多くの人がボランティア活動につながる「しかけ」
づくりをします（ボランティア活動支援）

●ボランティア活動センター事業
　福祉センター 2階のボランティア活動センターを拠点として、
ボランティア養成講座・体験教室の開催やボランティアに関する
相談に対応し、活動のコーディネートを行います。
　ボランティアグループへの助成を行い、活動を支援します。
●福祉体験学習の推進
　学校へのボランティア講師の派遣や体験機材の貸出を通して、
福祉体験学習を推進します。地域住民に、認知症についての理解
を広める「認知症サポーター養成講座」を、各事業所や商店に向
けても開催できるよう呼びかけを行います。
●災害ボランティアセンターの運営
　備品調達と、模擬訓練を実施し、災害時に備えます。

弱い立場に置かれている方を支える取り組みを推進
します（権利擁護活動の推進）

●生活困窮者自立支援制度（自立相談支援事業）
　相談員を配置し、生活困窮者からの相談を受け自立
に向け継続的に支援します。
●権利擁護支援センター
　権利擁護の総合相談窓口として、虐待、消費者被害、
財産・金銭管理、成年後見制度利用等の相談に対応す
るとともに、地域住民への権利擁護の啓発を行います。
権利擁護の具体的受け皿として、法人後見事業を進め
ていきます。
●福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）
　福祉サービスの利用や日常の金銭管理が難しくなっ
てきた高齢者や知的障がい者、精神障がい者の方へ生
活支援員が訪問し、お手伝いをします。
　利用者にかかわる福祉関係者と連携しながら、相談
から契約までを専門員が担い、利用者の自立生活を支
援します。
●生活福祉資金貸付事業
　生活困窮者自立支援事業と連携して低所得世帯、障
がい者世帯に対し、一時的な費用や学費の貸付、失業
中の方に対しての求職中の生活費の貸付による支援を
行います。
●相談事業の推進
　福祉センターでの総合相談窓口、障がい者相談支援
事業、基幹相談支援センター事業、民生児童委員宅が
窓口の「心配ごと相談」、コミュニティソーシャルワー
カーによる相談支援を推進し、地域の困りごとに専門
相談機関と連携して対応にあたります。

　芦屋市社会福祉協議会では、第6次地域福祉推進計画（平成24年度～平成28年度）の基本目標「だれもがその人
らしく住み慣れた地域で、いつまでもいきいきと安心して暮らせるまちをめざす」と5つの重点目標に基づき、事業
を推進してまいりました。平成28年度は計画の最終年度となることから、従来の基本目標のもとで事業を進めると
同時に、各事業の実施状況等について評価・点検を行い、次の第7次地域福祉推進計画の策定作業を進めてまいります。
　平成28年度は下記の事業を実施します。

◇収入の部 （単位　千円）

勘　定　科　目 法人運営事業 地域在宅福祉事業 共同募金配分金事業
サービス区分

障害者福祉事業 合　　　　計

平成28年度資金収支予算

会 費 収 入
寄 附 金 収 入
経常経費補助金収入
受 託 金 収 入
事 業 収 入
負 担 金 収 入
障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
そ の 他 の 収 入
合　　　　　　　計

◇支出の部 （単位　千円）

勘　定　科　目 法人運営事業 地域在宅福祉事業 共同募金配分金事業
サービス区分

障害者福祉事業 合　　　　計
人 件 費 支 出
事 業 費 支 出
事 務 費 支 出
貸 付 事 業 支 出
分 担 金 支 出
助 成 金 支 出
負 担 金 支 出
その他の活動による支出
予 備 費 支 出
合　　　　　　　計

平成28年度  事 業 計 画平成28年度  事 業 計 画

 629 353 0 618 1,600
 200 50 0 0 250
 43,405 13,807 8,620 0 65,832
 0 49,876 0 0 49,876
 60 768 0 0 828
 223 0 0 0 223
 0 0 0 20,554 20,554
 905 124 0 159 1,188
 460 0 0 0 460
 45,882 64,978 8,620 21,331 140,811

 40,229 55,275 0 19,278 114,782
 0 9,878 3,713 1,695 15,286
 1,730 204 0 67 2,001
 0 500 0 0 500
 69 0 0 0 69
 60 30 4,867 0 4,957
 527 54 40 0 621
 2,137 799 0 274 3,210
 500 0 0 0 500
 45,252 66,740 8,620 21,314 141,926

地域での支え合いにつながるためのサービスを実施
します（サービスの提供）

●ファミリー・サポート・センター事業
　子どもを預ける依頼会員と預かる協力会員による子育て支援の
相互援助活動のコーディネートを行い、事業を推進します。協力
会員を養成するための講座や登録会員同士の研修・交流のため、
地区別交流会や講座を開催します。
●障がい児日中一時支援事業
　障がい児の放課後の居場所づくりとして、夕方までの時間や、
学校の春・夏休みに活動できる場所を提供していきます。
●生きがいづくり活動
　福祉センターの高齢者交流室で「ワンコインサロン」を作品づ
くり、懇談、体操などの内容で開催します。調理室では、70歳以
上の方を対象に芦屋いずみ会の調理による会食懇談会を開催しま
す。また、しょうがい者スポーツ交流ひろばを運動室で実施し、
障がいのある方もない方も楽しめるメニューで交流を図ります。

社会福祉協議会の基盤（組織）を強化します

●社協が地域福祉を推進する中核的存在であることを意識した社協
運営にあたります。また、住民の立場に寄り添って、関係機関と
連携調整を行う職員の専門性の強化を図ります。自主財源づくり
として、社協活動のPRを行い、「会員会費制度」の理解を広めます。
共同募金配分金については、事業への効率的な活用を推進します。
また、「社協だより」を地区福祉委員会が自治会等の協力を得て、
各戸に配布し、住民への情報提供を行います。
●地域福祉推進計画策定委員会を設置し、第6次地域福祉推進計画に
基づく実施事業についての評価・点検を実施し、第7次の計画策定
を行います。

普通会員 417名（金額460,000円）
期間中に加入した人数（5名）
田上　文子　他

団体会員 86団体（金額278,000円）
期間中に加入した団体（0団体）

　　　

賛助会員 12名（金額39,000円）
期間中に加入した人数（0名）

特別会員 32名（金額295,000円）
期間中に加入した人数（0名）

社協会費へのご協力ありがとうございます
平成28年2月25日現在の会員数 547名　金額 1,075,000円（敬称略)
平成27年12月16日～平成28年2月25日の加入者・団体（掲載希望者のみ）

芦屋市ファミリー・サポート・センター 第27回協力会員養成講座第27回協力会員養成講座

●申込み・お問い合わせ：芦屋市ファミリー・サポート・センター　TEL：0797－25－0521

●日　時：6月6･13日(月)、8･15日(水)、10･17(金)
　　　　　10：00～ 12：00（6月6日のみ9：45開始）
●場　所：保健福祉センター 3階　会議室1（15日のみ会議室2）　
●定　員：30名
●託　児：10名［託児料：1回 200円（生後6か月～）］
●申込み受付：随時受付

●日　時：①5月25日（水）　②6月29日（水)　10：00～13：00
●場　所：保健福祉センター 3階　調理室
●内　容：①おかずいろいろお弁当　②ボリュームたっぷりおにぎらず
●講　師：芦屋いずみ会
●持ち物：エプロン、三角巾、手拭タオル
●定　員：25名
●参加費：1回500円
●託　児：10名（先着順）　
●託児利用料：1回200円（生後6か月～）
●申込み：4月1日(金)から受付
　※開催週の月曜日、正午以降のキャンセルは参加費をいただきます。

あなたも地域の子育て支援に
参加しませんか！ 

あなたも地域の子育て支援に
参加しませんか！ 

あなたも地域の子育て支援に
参加しませんか！ 

あなたも地域の子育て支援に
参加しませんか！ 

お役立ち講座  調理実習お役立ち講座  調理実習

～楽しくつくろう♪ お弁当～～楽しくつくろう♪ お弁当～～楽しくつくろう♪ お弁当～～楽しくつくろう♪ お弁当～
　「協力会員」とは、子育てのお手伝いをする有償のボランテ
ィア活動です。活動の内容は「保育施設や習い事の送迎」「保
護者の外出時の預かり」「保育終了後の預かり」などです。空
いている時間にできることからはじめてみませんか！

重点目標

1111

重点目標

2222

重点目標

3333

重点目標

5555

重点目標

4444

社会福祉協議会
へのご寄付あり
がとうございま
した  （敬称略）

12/22 10,000円 打出浜コープ委員会
2/3 10,000円 Ｋ．Ｎ
3/2 　100,000円 飯尾 サヨ子
3/3 10,000円 中上 二郎　
3/7 　11,747円 レストラウンジふくちゃん　長谷 キミエ
1/22 　車椅子　 大西 千栄

ボランティア活動センター 登録グループ一覧　ボランティア活動センター 登録グループ一覧　 Vol.1

※ボランティアグループあし笛では視覚障害者の方に対し「社協だより」の音声通訳をおこなっています。お問い合わせは上記まで。



2016年（平成28年）4月号 2016年（平成28年）4月号第142号 第142号（2） （3）

ボランティア活動センターからのお知らせボランティア活動センターからのお知らせ

　障がい児を対象に放課後を過ごすとして、保健福祉センター
2階で「わくわくルーム」を開設しています。

●ボランティア募集：「わくわくルーム」で話し相手、遊び相
手として参加してくださるボランティアを募集しています。
●お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会
　障がい児日中一時支援事業担当　TEL：0797－32－7539

平日 15：00～ 18：00［土・日・祝休み］
（夏・春休み期間は時間変更になります）

芦屋市にお住いの18歳未満の障がい児で「芦屋
市障害者地域生活支援事業受給者証」をお持ちの
方。（お持ちでない方は申請が必要）

障がい児日中一時支援事業
をご利用ください

開設時間

対 象 者

　芦屋市社会福祉協議会に登録をしているボランティアグルー
プを紹介いたします。ご興味がある方はボランティア活動セン
ターまでお問い合わせ下さい。Ｖol.2を次号に掲載します。
●お問い合わせ：TEL：0797－32－7525
　　　　　　　　FAX：0797－32－7538

視覚障がいのある方への点訳を通しての援助と交
流を行っています。芦屋点字友の会

耳の不自由な方と手話を使って交流し、お互いを
理解したり情報を伝え合ったりしています。

手話サークル
クレッシェンド

社協が行なう、高齢者会食懇談会における調理及
び栄養・健康指導を行っています。

いずみ会会食
ボランティア

耳の不自由な方に、必要な情報を文字で伝え、社
会参加のお手伝いをしています。要約筆記芦屋

復興住宅への訪問や、高齢者のお話し相手や散歩、
障がい者の外出介助をしています。ひまわり

全国の視覚障がい者を対象に、9種類のオリジナル音
訳CDを作成、無償で郵送提供しています。芦屋つむぎ会

年3回のコンサートや寺子屋など地域の皆さまがやすら
ぎを感じる場所作りの『企画』をしています。図書館［友の会］

おしゃべりカフェとミニバザー開店や福祉センター
でのエントランスコンサートの手伝いをしています。ほっとポット

目の不自由な方々に、新しいニュースをお届けする
ためにほぼ毎日テープを製作し、発送しています。あし笛

講演会などにお母さんたちが安心して参加できる
ように、託児をしています。年2回親子お楽しみ会
を開催しています。

託児芦っ子

手話通訳活動を通じて聴覚障がい者との交流を行
っています。手話技術の向上とともに聴覚障がい
者への理解を目的に活動しています。

手話サークル
アミ芦屋

芦屋市陽光町復興住宅・海洋町にお住いの方を対
象に心のケアを重視した友愛訪問と、介護予防に
向けたサロンを開催しています。

ユニベール
ボランティアあしや

「生きがいと健康づくり、地域社会への貢献」を理
念に、趣味、学習、ボランティアなどさまざまな
活動を行っています。

あしやＹＯ倶楽部目の不自由な方々が少しでも外出の機会が持てる様に
会合、通院、買物等のガイドヘルプの他、市内各小中
学校や高校等へ福祉学習のお手伝いをしています。

芦屋手引き
ボランティア

だれもが安心して暮らせる地域づくりをめざします
（小地域福祉活動の推進）

●地域発信型ネットワークの推進
　「小地域福祉ブロック会議」、「中学校区福祉ネットワーク会議」
を通じて地域福祉への理解と実践に取り組みます。「住民ネットワ
ーク」と「専門職ネットワーク」が連携し協働することにより、
支援を必要とする方にとって住みよい地域づくりを目指します。
●地区福祉委員会活動
　民生児童委員と福祉推進委員で構成する9地区の福祉委員会で、
ひとりぐらし高齢者等への声かけ、見まもり、つどいの開催、地
区生きがいデイサービス事業を実施します。

多くの人がボランティア活動につながる「しかけ」
づくりをします（ボランティア活動支援）

●ボランティア活動センター事業
　福祉センター 2階のボランティア活動センターを拠点として、
ボランティア養成講座・体験教室の開催やボランティアに関する
相談に対応し、活動のコーディネートを行います。
　ボランティアグループへの助成を行い、活動を支援します。
●福祉体験学習の推進
　学校へのボランティア講師の派遣や体験機材の貸出を通して、
福祉体験学習を推進します。地域住民に、認知症についての理解
を広める「認知症サポーター養成講座」を、各事業所や商店に向
けても開催できるよう呼びかけを行います。
●災害ボランティアセンターの運営
　備品調達と、模擬訓練を実施し、災害時に備えます。

弱い立場に置かれている方を支える取り組みを推進
します（権利擁護活動の推進）

●生活困窮者自立支援制度（自立相談支援事業）
　相談員を配置し、生活困窮者からの相談を受け自立
に向け継続的に支援します。
●権利擁護支援センター
　権利擁護の総合相談窓口として、虐待、消費者被害、
財産・金銭管理、成年後見制度利用等の相談に対応す
るとともに、地域住民への権利擁護の啓発を行います。
権利擁護の具体的受け皿として、法人後見事業を進め
ていきます。
●福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）
　福祉サービスの利用や日常の金銭管理が難しくなっ
てきた高齢者や知的障がい者、精神障がい者の方へ生
活支援員が訪問し、お手伝いをします。
　利用者にかかわる福祉関係者と連携しながら、相談
から契約までを専門員が担い、利用者の自立生活を支
援します。
●生活福祉資金貸付事業
　生活困窮者自立支援事業と連携して低所得世帯、障
がい者世帯に対し、一時的な費用や学費の貸付、失業
中の方に対しての求職中の生活費の貸付による支援を
行います。
●相談事業の推進
　福祉センターでの総合相談窓口、障がい者相談支援
事業、基幹相談支援センター事業、民生児童委員宅が
窓口の「心配ごと相談」、コミュニティソーシャルワー
カーによる相談支援を推進し、地域の困りごとに専門
相談機関と連携して対応にあたります。

　芦屋市社会福祉協議会では、第6次地域福祉推進計画（平成24年度～平成28年度）の基本目標「だれもがその人
らしく住み慣れた地域で、いつまでもいきいきと安心して暮らせるまちをめざす」と5つの重点目標に基づき、事業
を推進してまいりました。平成28年度は計画の最終年度となることから、従来の基本目標のもとで事業を進めると
同時に、各事業の実施状況等について評価・点検を行い、次の第7次地域福祉推進計画の策定作業を進めてまいります。
　平成28年度は下記の事業を実施します。

◇収入の部 （単位　千円）

勘　定　科　目 法人運営事業 地域在宅福祉事業 共同募金配分金事業
サービス区分

障害者福祉事業 合　　　　計

平成28年度資金収支予算

会 費 収 入
寄 附 金 収 入
経常経費補助金収入
受 託 金 収 入
事 業 収 入
負 担 金 収 入
障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
そ の 他 の 収 入
合　　　　　　　計

◇支出の部 （単位　千円）

勘　定　科　目 法人運営事業 地域在宅福祉事業 共同募金配分金事業
サービス区分

障害者福祉事業 合　　　　計
人 件 費 支 出
事 業 費 支 出
事 務 費 支 出
貸 付 事 業 支 出
分 担 金 支 出
助 成 金 支 出
負 担 金 支 出
その他の活動による支出
予 備 費 支 出
合　　　　　　　計

平成28年度  事 業 計 画平成28年度  事 業 計 画

 629 353 0 618 1,600
 200 50 0 0 250
 43,405 13,807 8,620 0 65,832
 0 49,876 0 0 49,876
 60 768 0 0 828
 223 0 0 0 223
 0 0 0 20,554 20,554
 905 124 0 159 1,188
 460 0 0 0 460
 45,882 64,978 8,620 21,331 140,811

 40,229 55,275 0 19,278 114,782
 0 9,878 3,713 1,695 15,286
 1,730 204 0 67 2,001
 0 500 0 0 500
 69 0 0 0 69
 60 30 4,867 0 4,957
 527 54 40 0 621
 2,137 799 0 274 3,210
 500 0 0 0 500
 45,252 66,740 8,620 21,314 141,926

地域での支え合いにつながるためのサービスを実施
します（サービスの提供）

●ファミリー・サポート・センター事業
　子どもを預ける依頼会員と預かる協力会員による子育て支援の
相互援助活動のコーディネートを行い、事業を推進します。協力
会員を養成するための講座や登録会員同士の研修・交流のため、
地区別交流会や講座を開催します。
●障がい児日中一時支援事業
　障がい児の放課後の居場所づくりとして、夕方までの時間や、
学校の春・夏休みに活動できる場所を提供していきます。
●生きがいづくり活動
　福祉センターの高齢者交流室で「ワンコインサロン」を作品づ
くり、懇談、体操などの内容で開催します。調理室では、70歳以
上の方を対象に芦屋いずみ会の調理による会食懇談会を開催しま
す。また、しょうがい者スポーツ交流ひろばを運動室で実施し、
障がいのある方もない方も楽しめるメニューで交流を図ります。

社会福祉協議会の基盤（組織）を強化します

●社協が地域福祉を推進する中核的存在であることを意識した社協
運営にあたります。また、住民の立場に寄り添って、関係機関と
連携調整を行う職員の専門性の強化を図ります。自主財源づくり
として、社協活動のPRを行い、「会員会費制度」の理解を広めます。
共同募金配分金については、事業への効率的な活用を推進します。
また、「社協だより」を地区福祉委員会が自治会等の協力を得て、
各戸に配布し、住民への情報提供を行います。
●地域福祉推進計画策定委員会を設置し、第6次地域福祉推進計画に
基づく実施事業についての評価・点検を実施し、第7次の計画策定
を行います。

普通会員 417名（金額460,000円）
期間中に加入した人数（5名）
田上　文子　他

団体会員 86団体（金額278,000円）
期間中に加入した団体（0団体）

　　　

賛助会員 12名（金額39,000円）
期間中に加入した人数（0名）

特別会員 32名（金額295,000円）
期間中に加入した人数（0名）

社協会費へのご協力ありがとうございます
平成28年2月25日現在の会員数 547名　金額 1,075,000円（敬称略)
平成27年12月16日～平成28年2月25日の加入者・団体（掲載希望者のみ）

芦屋市ファミリー・サポート・センター 第27回協力会員養成講座第27回協力会員養成講座

●申込み・お問い合わせ：芦屋市ファミリー・サポート・センター　TEL：0797－25－0521

●日　時：6月6･13日(月)、8･15日(水)、10･17(金)
　　　　　10：00～ 12：00（6月6日のみ9：45開始）
●場　所：保健福祉センター 3階　会議室1（15日のみ会議室2）　
●定　員：30名
●託　児：10名［託児料：1回 200円（生後6か月～）］
●申込み受付：随時受付

●日　時：①5月25日（水）　②6月29日（水)　10：00～13：00
●場　所：保健福祉センター 3階　調理室
●内　容：①おかずいろいろお弁当　②ボリュームたっぷりおにぎらず
●講　師：芦屋いずみ会
●持ち物：エプロン、三角巾、手拭タオル
●定　員：25名
●参加費：1回500円
●託　児：10名（先着順）　
●託児利用料：1回200円（生後6か月～）
●申込み：4月1日(金)から受付
　※開催週の月曜日、正午以降のキャンセルは参加費をいただきます。

あなたも地域の子育て支援に
参加しませんか！ 

あなたも地域の子育て支援に
参加しませんか！ 

あなたも地域の子育て支援に
参加しませんか！ 

あなたも地域の子育て支援に
参加しませんか！ 

お役立ち講座  調理実習お役立ち講座  調理実習

～楽しくつくろう♪ お弁当～～楽しくつくろう♪ お弁当～～楽しくつくろう♪ お弁当～～楽しくつくろう♪ お弁当～
　「協力会員」とは、子育てのお手伝いをする有償のボランテ
ィア活動です。活動の内容は「保育施設や習い事の送迎」「保
護者の外出時の預かり」「保育終了後の預かり」などです。空
いている時間にできることからはじめてみませんか！

重点目標

1111

重点目標

2222

重点目標

3333

重点目標

5555

重点目標

4444

社会福祉協議会
へのご寄付あり
がとうございま
した  （敬称略）

12/22 10,000円 打出浜コープ委員会
2/3 10,000円 Ｋ．Ｎ
3/2 　100,000円 飯尾 サヨ子
3/3 10,000円 中上 二郎　
3/7 　11,747円 レストラウンジふくちゃん　長谷 キミエ
1/22 　車椅子　 大西 千栄

ボランティア活動センター 登録グループ一覧　ボランティア活動センター 登録グループ一覧　 Vol.1

※ボランティアグループあし笛では視覚障害者の方に対し「社協だより」の音声通訳をおこなっています。お問い合わせは上記まで。



次号は2016年7月発行予定です。 社協だよりは、福祉推進委員、民生児童委員、自治会等の協力を得て配布しています。
赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

2016年（平成28年）4月号2016年（平成28年）4月号 第142号 第142号（4） （1）

ワンコインサロンワンコインサロン

社会福祉法人  緑水会 介護付有料老人ホーム

〒659‒0012 芦屋市朝日ヶ丘町9番1号

TEL0797-23-1200

見学 随時受付中
お気軽にお電話ください。

社会福祉法人運営の介護付有料老人ホーム

ホームページ 検索芦屋 アラベラ

　専門の相談員が、「仕事」「住まい」「お金」「くらし」の困り
ごとや悩みをお聞きし、解決に向けて一緒に考えていきます。
　ご予約なしで、お気軽にご相談ください。相談は無料です。
秘密は厳守いたします。
福祉の総合相談窓口 …………………………………
●時　間：月～金曜日　9：00～17：30（祝日除く）
●場　所：保健福祉センター 1階　総合相談窓口
●電　話：0797－31－0681
まごのて出張相談 …………………………………
●実施日：毎月第2・4金曜日　14：00～16：00（雨天・祝日除く）
●場　所：まごのて～打出いこいの場～　打出商店街内
セブシオ出張相談 …………………………………
●実施日：毎月第2火曜日　14：00～16：00（祝日除く）
●場　所：セブンイレブン潮芦屋店内

福
祉
相
談
窓
口
の
ご
案
内

福
祉
相
談
窓
口
の
ご
案
内

高齢者会食会

あ
し
や

あ
し
や社協だより社協だより社協だより
Vol.142 2016 April 社協とは・・・？

社協（社会福祉協議会）とは社会福祉法第109条に定
められている「地域福祉の推進を図ることを目的とす
る団体」です。全国・都道府県・市町村に設置され、地
域住民や社会福祉関係者の参加により、地域の福祉推
進の中核としての役割を担い、さまざまな活動を行っ
ている非営利の社会福祉法人の民間組織です。

発　行

社会福祉法人　芦屋市社会福祉協議会
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9

TEL0797（32）7530　 FAX0797（32）7529

申込み開始実施日 プログラム 指　導
エンディングノートのススメ 西村　　京 氏 5月2日（月）5月13日（金）
オアシスで作るあじさい 黒谷　静佳 氏 5月2日（月）5月27日（金）
手作りネックレス 長谷　寿子 氏 6月1日（水）6月10日（金）
書と遊ぼう ～色紙に書く～ 佐久間美保 氏 6月1日（水）6月24日（金）
マクラメ編み ～赤ちゃん人形～ 小村　貴子 氏 7月1日（金）7月8日（金）
手芸 帰山　陽子 氏 7月1日（金）7月22日（金）

●対　象：市内在住の60歳以上の方
●定　員：各15名　　●時　間：10：30～
●場　所：保健福祉センター 1階　高齢者交流室
●費　用：参加費100円＋材料費
●キャンセル：当日はキャンセル料（参加費・材料費）
　　　　　　　の支払いが発生します。
●申込み：TEL：0797－32－7525（9：00～ 17：30）もしくは
　　　　　2階ボランティア活動センターにて受付（先着順）

①縦、横の列すべてに1～9の
数字がひとつずつ入ります。
②太線で囲まれた3×3のブロ
ック（全部で9つ）にも1～9の
数字が1つずつ入ります。

アとイのマスに入った数字の割り
算(ア÷イ)は、いくつでしょう？

3 9
3

1 764

8 7

3 48

316
12

3 69イ

ア

64 31

5
297

①答え　②住所　③氏名　④電話番号　⑤年齢
⑥紙面のご感想　をご記入の上、
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9  芦屋市社協
「クイズ」係までご応募ください。（5月末日必着）　
【Eメール可　件名に「クイズ回答」と書いてください】
前号（1月号）クイズの正解は、
【問1】1 （7－6）　【問2】（1）①きんみつちょう　
②なりひらちょう　（2）7つ（②）でした。
多数ご応募いただきありがとうございました。
応募いただいた正解者の中から抽選で20名の方
に500円の図書カードをプレゼントいたします。当
選者の発表は、図書カードの発送をもって替えさせ
ていただきます。ご提供いただく個人情報は、プレ
ゼントの送付とそれに係る業務のみに利用します。

はがきに
（ 問1、問2 いずれでもかまいません ）

・楠町の地域福祉活動は色々な取り組みが
あり素晴らしいと思いました。

・福祉学習について障がい者の立場になって
経験してもらうことは良い学習だと思う。

問　題

ルール

応募要領

問1 ナンプレ問1 ナンプレ

問2 漢　字問2 漢　字
問　題 次の漢字は、何と読むでしょうか

① 固より　② 感ける　③ 労う
④ 集く　　⑤ 設える

※1　日程は前月に決まる予定です。詳しくは下記までお問い合わせください。

●対　象：60歳以上
●費　用：内容によっては材料費等実費が必要な場合があります
●申込み：不要（場所により人数制限があります）
●お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会　TEL：0797－32－7530

各地区で自宅において生活する60歳以上の方を対象に、趣味活動、健康づくり、文化
活動を通じて外出する機会を増やすことを目的に実施しています。

精　道

地　区 プログラム 実施日 場　所

カラオケ

体操

4月12日（火）、6月14日（火）
 13：30～ 15：30

福祉センター 2階
団体会議室2

山　手

宮　川

歌で楽しむ
4月21日（木）、5月19日（木）、
6月16日（木） 10：00～ 12：00

5月10日（火） 13：30～ 15：30

大原集会所1階

西蔵集会所
福祉センター 2階　団体会議室2

カラオケ
ロコモ体操
気功朝日ケ丘

三　条

朝日ケ丘集会所

三条集会所
さわやか体操

打出浜

潮　見

三条歌う会エゴラド
4月23日（土）、5月28日（土）、
6月25日（土） 10：00～ 11：30

打出集会所
春日集会所
潮見ゆうゆう倶楽部
（潮見小学校2階）

詩吟 5月11日（水） 13：30～
3B体操 5月27日（金） 13：30～
おしゃべりお茶の会 5月17日（火） 13：30～ 15：30
手芸 6月21日（火） 13：30～ 15：30

浜　風

体操 5月　※１
陽光町市営集会所

音楽でリラクゼーション 6月　※１
折り紙で遊びましょう 5月20日（金） 13：30～

高浜町第3集会所
ダーツと輪投げ 6月17日（金） 13：30～

4月19日（火） 13：30～ 15：00
6月10日（金） 13：30～ 15：00
6月2日（木） 13：30～

地区福祉委員会　生きがいデイサービス（4月～6月の予定）地区福祉委員会　生きがいデイサービス（4月～6月の予定）地区福祉委員会　生きがいデイサービス（4月～6月の予定）

実施日 申込み開始
5月2日（月）
6月1日（水）
7月1日（金）

5月26日（木）
6月23日（木）
7月28日（木）

4月22日（金）、5月9日（月）、
5月13日（金）、5月23日（月）、
5月30日（月）、6月6日（月）、
6月13日（月）、6月20日（月）、
6月24日（金） 13：30～ 15：00

〔広告〕

●対　象：市内在住の70歳以上の方　　●費　用：500円　
●定　員：各40名（内 初参加の方5名までを優先受付）
●場　所：保健福祉センター 3階 調理室　　●時　間：12：00～
●キャンセル：開催日の前日からキャンセル料（500円）の支払いが発生します。
●申込み：TEL：0797－32－7525（9：00～17：30）もしくは
　　　　　2階ボランティア活動センターにて受付（先着順）

毎月1回、概ね第4木曜日（8月・1月を除
く）に、芦屋いずみ会会食ボランティア
による高齢者会食会を開催しています。

　伊勢町の名称は江戸時代、お伊勢さん参りの費用を

捻出するために開いた「伊勢講酉新田」が由来と云わ

れています。世帯数878戸、人口2017人、自治会への

加入率は78.4％で、マンション・集合住宅の方が約

60％、一戸建ての方が残り40％となっています。

　精道小学校の児童も多くそれ程高齢化を感じさせな

い、比較的バランスの取れた住民構成ではと思ってい

ます。

　伊勢町自治会の年間の行事・イベントは4月の「美博寄席」に始まり、7月

の「ラジオ体操」、9月の「伊勢町フェスティバル」、12月の「お餅つき大会」、

2月の「高年クラブ行事」（今年は輪投げ大会）がありますが、自治会・高年

クラブ・子ども会の3団体が連携をして、役割を分担しながら進めています。

　自治会としての大きな役割は地域の「安全と安心」でありますが、高齢

者や子ども達への「さりげない見守り活動」の実践が提唱されています。

伊勢町では一昨年から、まずお互いに声を掛け合う「伊勢町あいさ

つ」運動から始めることにしました。「運動標語」の募集には31作

品が集まり、ポスターや広報紙「伊勢町だより」に掲載すると共に、

通学路での「あいさつ声掛け」活動時にはカードにして手渡しを行

っています。

　また、「伊勢町ナイスガイクラブ」メンバーによる月2回の夜回り

と週2回の下校時見守りも6年目となりました。今年はあいさつ運動

から一歩踏み出して、ご近所での「声掛け運動」で地域が住みよい、

助け合いの広がる町になればと思っています。

伊勢町自治会伊勢町自治会

共同募金・歳末たすけあい募金にご協力ありがとうございました

 10,740,629 円 10,740,629 円 10,740,629 円 10,740,629 円総額

会長　植田 英三郎

あいさつ
運動声掛け

おもちつき大会
役員ほかの皆さん

伊勢町
フェスティバル
マジック

伊勢町
フェスティバル
けん玉大会

あいさつ運動ポスター

　平成27年度の共同募金・歳末たすけあい募金は、寄付者の皆さまをはじめ、共同募金委員
の皆さまや多くの関係機関・団体・法人の皆さま方のお力により、無事終了いたしました。
一般募金につきましては、実績額9,329,552円の約80％が平成28年度芦屋市社会福祉協議会
の活動費として配分され、「ボランティア活動」や「高齢者福祉活動」「小地域福祉活動」など、
芦屋市のさまざまな福祉活動のために活用することになります。残りの20％は、県内の福祉
施設や団体に配分されます。
　また、歳末たすけあい募金につきましては実績額1,411,077円が社会福祉
協議会の歳末たすけあい運動として市内の福祉施設・団体（高齢・児童・障がい）
などに配分させていただきました。
　今後も「だれもが安心して暮らせる地域づくり」のために一層の努力をし
てまいりますので、ご支援、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

クイズ回答者
紙面感想より


